
　今夏の天候に関しては、多くの人が「極端な気象現象が多かった」との印象を抱いているだろう。極端気象の頻発は
日本だけでなく世界的な傾向であり、その背景には地球温暖化の影響があると考えられている。こうした中で、世界の
主要各国の政府は地球温暖化への取り組みを本格化させつつある。また世界の主要企業も温暖化対策を新たなビジ
ネスチャンスとして有望視するようになっている。一方、日本では、政府が脱石炭の流れに逆行するような政策を提示
し、産業界は依然としてカーボンプライシングへの拒絶反応が強い。こうしてみると、我が国は世界に後れを取ってい
るといわざるをえない。しかし、早晩日本も脱炭素社会に向けて本格的な
取り組みを行わなければならなくなるだろう。その取り組みは、化石燃料
の大量消費を前提とした現行の社会経済システムの大幅な転換をもたら
すものでなければならない。そのような転換が起こる際、少なくとも短期
的には国民生活に一定の負担が生じるかもしれない。私たち消費者は、地
球温暖化対策によって生じる様々な変化や負担を受け入れる「覚悟」を持
たねばならないのである。そのためには、市民レベルでの議論を通して将
来のあるべき社会像についての共通理解を深める必要がある。本年12月
に獨協大学で開催予定の「低炭素まちづくりフォーラムin埼玉」は、そうし
た議論のための絶好の場となることが期待される。
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本格化する地球温暖化対策への「覚悟」を 獨協大学経済学部　教授　浜本　光紹
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講演会「地球温暖化と都市のヒートアイランド」 
三上　岳彦氏（首都大学東京名誉教授・帝京大学客員教授）

平成29年度環境ネットワーク埼玉通常総会

総会前の恒例のセミナーとして今回は、首都圏の
ヒートアイランド解明に向けて広域高密度気象観測を
行っている三上岳彦氏に、地球温暖化と都市のヒート
アイランドについてお話を伺いました。

2006年より広域高密度気象観測を開始し、現在は
首都圏130地点で気温と湿度を10分間隔で観測するこ
とで、ヒートアイランドが夜間から早朝に起きる現象
であることや、日中に東京湾海風の影響で川越市が最
も暑くなる可能性があることが判明したとのことでし
た。都市部のヒートアイランドによる気温上昇は温暖
化の影響をさらに加速するため、都市の緑化による
クールアイランド効果が重要であることを解説いただ
きました。

毎年、年に1回開催している「低炭素まちづくりフォー
ラムin埼玉」が年々盛り上がりを見せており、今年度は獨
協大学環境共生研究所の共催を得て、獨協大学にて開催し
ます。基調講演には獨協大学学長の犬井正氏より「エコ
ツーリズム　心おどる里山の旅」と題してご講演いただき
ます。午後は恒例の分科会をテーマ毎に開催します。ぜ
ひ、皆様のご参加をお待ちしております。

記念講演会終了後、委任状含む66正会員の参加を得
て通常総会を開催しました。埼玉県環境部温暖化対策
課長　石塚智弘様にご来賓挨拶をいただいた後、江田
会長による議事進行のもと、無事全議案について承認
されました。

今年度は理事の増員を承認いただくとともに、パリク
ラブ21埼玉を含め活動の益々の発展を約束しました。

写真上）ヒートアイランドについて説明する三上教授

写真下）総会で挨拶をする江田代表理事

平成29年度通常総会・記念講演会を開催

第8回低炭素まちづくりフォーラムin埼玉～つながろう　広がろう　エコの環～のお知らせ

フォーラム概要
日時：2017年12月2日（土）10:00～16:30
会場：獨協大学
プログラム案：基調講演、パネル展示、
　　　　　　　分科会（７テーマ）
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※詳細が決まり次第、順次 HP 上でお知らせします。



3

低 炭 素 社 会に向けた国民 運 動であるCO O L 
CHOICEを県内で広く普及するため、ホームペー
ジ上にCOOL CHOICE SAITAMA特設ページを開
設しました。このページではCOOL CHOICEの
具体 的な事例 紹介のほかに、県内で地 球 温暖
化対策を行っている団体の活動などを紹介して
います。またトップページでは、情報をお寄せい
ただいた団体の活動写真を掲示し、県内に広く
COOL CHOICE活動を情報発信しています。COOL 
CHOICEや地球温暖化に関する取組がありました
ら、ぜひ事務局まで情報をお寄せください。

上記、パリクラブ２１埼玉の取組としてこの夏、日本に
古くから伝わる夏の風物詩であり、ヒートアイランド対策
にも繋がる打ち水を県内に広げるために「埼玉打ち水の
環2017」を実施しました。地域コミュニティや会社、学校
などで打ち水を予定している団体や個人を募集した結
果、12の団体・個人にエントリーいただきました。パリク
ラブ21埼玉でも、7月29日（土）に開催された「さいたま
打ち水大作戦2017」を埼玉打ち水の環2017のメイン会
場として位置づけ、大作戦に参加しました。この日はオリ
ジナルTシャツを着るなどイベントを盛り上げ、埼玉県、さ
いたま市、アルディージャの出展等もあり、総勢650人の
参加を得ました。

COOL CHOICE SAITAMA

埼玉打ち水の環2017
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COOL CHOICE SAITAMA
ホームページを開設しました。

COOL CHOICE コーナー

COOL CHOICE SAITAMA 検索

COOL CHOICE SAITAMA 特設ページ
<http://www.kannet-sai.org/coolchoice/index.html>

さいたま打ち水大作戦 2017 の様子

エントリーいただいた団体・個人による打ち水の様子（一部抜粋）
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平成23年度から、埼玉県が実施する省エネナビゲーター事業（省エネナビゲーター事業）の事務局支援を行っています。
省エネナビゲーター事業とは、県内の年間エネルギー使用量が原油換算で1500kL未満の中小事業所を対象に、省エネ診
断を実施するものです。今までに、おおよそ460件の県内事業所が受診されています。省エネの専門家であるナビゲーター
が事業所を訪問し、事業所内のエネルギー使用の無駄を見つけ効果的な省エネのポイントを提案することで、実質的な
エネルギーの削減やＣＯ２削減につなげます。さらに、事業所にとっては、省エネに取り組むことでコスト削減にもつながり
ます。例えば、売り上げが１億円ある事業所で、そのうち光熱費が３％占めている場合、省エネで10％削減すると費用が30
万円減ります。営業利益率を２％とすると、売り上げを1,500万円伸ばしたのと同じ金額になります。事業所にとって、省エ
ネはコスト的にも効果的な対策です。

そのような中、今年度は県内の中小事業所の省エネをさらに支援するために、経済産業省の補助金を活用し「埼玉県省
エネ促進プラットフォーム」を立ち上げました。埼玉県、県内の中小企業関連団体や銀行、さらに省エネ技術の専門家や
経営の専門家に参画いただき、省エネに関する相談や各事業所に対応したオーダーメイドの省エネ支援、さらに省エネに
関する情報の一元化を図り、省エネの取り組みを促進します。事業所の支援としては、まずエネルギー使用の現状把握、
次に省エネ診断によるアドバイス、さらにその事業所に応じた省エネ計画のお手伝い、設備導入や運用改善等のアクショ
ン後の効果検証やさらなる提案など、PDCAサイクルを回しながら省エネのワンストップサービスを行います。省エネ診断
やトータル支援は、無料となっています（但し、設備機器の導入等は別途）。今年度は初年度ということもあり、この支援
サービスを広く知っていただき、気軽に相談を受けていただきたいと思っています。また、省エネセミナーや省エネ相談会
の開催等も予定していますので、該当事業所様は是非御活用下さい。
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● 今年度より中小事業所の省エネをさらに推進します！
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関東ブロック推進員合同研修会

うちエコ診断募集中

都市と森でつながる地域の未来セミナーを開催！

8 月 30 日（水）～ 8 月 31日（木）にかけ、関東ブロック 8 県 5 市の地球温
暖化防止活動推進員と地球温暖化防止活動推進センター職員が参加し、埼玉
県県民活動総合センターにて合同研修会を開催しました。

　初日は、まず国立環境研究所の久保田泉氏からパリ協定について、環境省
国民生活対策室の増田室長からは COOL CHOICE について、それぞれ講演を
頂いた後、各地域の推進員の活動報告、ワールドカフェ形式でのワーク
ショップ、各地域の活動事例を囲んだ意見交換会と盛り沢山の内容を受
講しました。

2 日目は参加型のワークショップを開催しました。「COOL CHOICE
の企画力アップを考える」、「地球温暖化とＥＳＤを学ぶ」と、２つのグルー
プに分かれ、ワークショップ形式で議論を交わしました。参加した推進
員からは、他地域の推進員活動を知ることができた、交流をすることが
できたと声が上がり、多くの成果を持ち帰ることができました。地元に帰って他
の推進員にフィードバックすることで、さらに推進員活動が活発になることを期
待したいと思います。

写真上）オリエンテーションの様子、写真中）ESD ワークショップの様子、

写真下）企画力アップワークショップの様子

今年度も、家庭部門からの温室効果ガス排出量削減対策・施策を進めるため、
「首都圏ネットうちエコ診断実施事務局」として 6 月よりうちエコ診断を実施し
ています。今年度の実施目標は、さいたま市地球温暖化地域協議会と共催しさ
いたま市在住の市民に 30 件、コープみらいの組合員対象に 50 件に加え、新た
にパルシステム埼玉の組合員を対象に 20 件の診断を予定しています。今後も、
家庭での効果的な温暖化対策を分かりやすく伝えることが出来る方法として、
積極的な活用を図っていきます。　写真）うちエコ診断の様子

当セミナーは秩父市で、認定ＮＰＯ法人「共存の森ネットワーク」理事長の澁澤
寿一氏にお越しいただき、「里山資本主義のすすめ」について講演をいただきました。
それを受けて秩父市内で活躍する著名な方々に、パネルディスカッション形式で里
山での暮らし方について紹介していただきました。当日は、澁澤栄一氏のひ孫であ
る澁澤氏の講演ということもあり、久喜市長を始めとし 70 人近くの方に集まっていただきま
した。遠くは都内やさいたま市から参加いただき、多くの方に里山の暮らしに興味を持ってい
ただきました。

現在、山あいの里ファンクラブ（ＳＮＳ上で紹介）の担い手を発掘するために、山あいの里ファ
ンクラブ楽校連続講座を開催中です。連続 4 回シリーズとなっており、9 月 9 日は里山での生
業、9 月 30 日はエコツーリズム、10 月 14 日は秩父市吉田町めぐりや山の作業を体験、12 月
9 日はまとめのワークショップと盛りだくさんのプログラムになっています。多くの方が興味
を持って参加してくださるのを期待しています。
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■表紙の写真より■

　福島県奥会津地域に位置し、単機出力で国内最大の65,000kWを誇る
地熱発電所。

情報やお知らせ等、是非お寄せください。

■新パンフレット「COOL CHOICE ミニブック」のお知らせ
　今回、COOL CHOICEを県内で広く普及するために新パンフレット「COOL CHOICEミニブック」を作成しま
した。このミニブックでは地球温暖化の現状からCOOL CHOICEの具体的事例まで学ぶことが出来ます。講座
やイベントの際には、ぜひパンフレットをご活用いただき、COOL CHOICE賛同者数拡大にご協力をお願いし
ます。

■インターンシップの受入れ
　今年度も跡見学園女子大学
から2名のインターンシップの
学生を受け入れました。研修
期間中は、アンケート集計やイ
ベントでの来場者対応などの
他、各自が「イベントでの啓発ツール作り」や、「環境
に関わる仕事についてのヒアリング」等のテーマに
取組みました。将来に向けての社会経験の一つとし
て活かしてほしいと考えています。
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COOL CHOICEミニブックの作り方 

① の賛同部分を
記入いただき、ハサミで切り取る。

② 長辺を半分に山折りし、折り
目をつける。

③ 短辺を半分に山折りし、折り
目をつける。

④ 中心に向かって、内側に折る。

⑤ 真ん中の切れ目を開きなが
ら、中心同士を合わせる。

⑥ 中心を合わせたら、しっかり
と折り目をつける。

⑦ のロゴが表面
になるように折る。

⑧ ミニブックの
完成。裏面は裏返して同様に折っ
てください。

データを印刷する際は、 サイズ、両面（長辺綴じ）で出力ください。※賛同部分が表裏同じ箇所に印刷

COOL CHOICEミニブックの作り方


